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あ　と　が　き
　早咲の河津桜が満開となり暖かい季節到来の繭がうか
がえるようになりました．しかし，新聞・テレビのニュ
ースは住専問題，エイズ薬害問題と腹立しく重苦しい話
題ばかり続き，行政への不信は募り，そこに携わる者の
人間性の欠落を強く感じます．
　さて，巻頭言は東京家政大学学長であり早稲田大学名
誉教授でもある清水司先生より頂きました．生物学者畑
井新喜司先生が弟子の方によく言われた「きみ　ひとつ
やってみたまえ」という言葉について書かれています．
先生の説明を読むうち，研究者としての絶間ない未知の
世界に対する真理の追求の姿勢と，教育者としての心が
まえが端的に表わされており心に残る言葉です．
　その他，本巻には特別講演1編，原著8編，症例報告
4編を掲載することができ，一層内容が豊富で充実しま
した．　　　　　　　　　　　　　　　（青木達哉記）
幹事会（要旨）（平成8年1月）
1．医学会幹事会の幹事，委員及び監事の任期満了に伴
　い，平成7年12月1日～平成9年11月30日までの
　新メンバーが決ったことが報告された．
2．臨床懇話会の報告があった．
　　開催報告
　　　第256回　7年11月28日　内科学（1）
　　開催予定
　　　第257回　8年1月26日　霞・整形外科
　　　第258回　8年2月29日　外科学（1）
3．編集状況の報告並びに編集方針について討議した．
4．54巻1号～55巻6号のあとがき執筆者の順序が決ま
　つた．
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